
       
 

 

 

 

 
 

福岡大学 カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）  

人文学部教育・臨床心理学科 

学位（教育）プログラム名：教育・臨床心理学  

 

教育学と臨床心理学の理論を理解し、これら二つの分野の統合による人への支援や援助、人間形成とそのケア

に貢献しうる総合的、実践的力量の修得に向け、下記の特徴を持った教育課程を編成する。 

1、2年次のうちに少人数演習科目や学科必修科目を通して、アカデミックスキルズやキャリア形成の基礎知

識・技能を修得する。こうした大学で学ぶための基礎知識・技能の修得と共に、1年次から教育学と臨床心理学

の基礎理論を体系的に修得し、教育と臨床心理の双方の学問的土台を構築する。これらを踏まえ、2年次以降は

選択必修科目や選択科目を学ぶことで、教育や臨床心理のさまざまな分野に関する知見を広げ、教育現場や臨床

現場を含めた地域社会・組織の課題やその解決に向けた実践力を高める。 

以上の内容を保証するため、少人数演習科目におけるアクティブ・ラーニングを実施し、1、2年次には「基礎

演習 A・B」、「キャリア形成基礎論Ⅰ・Ⅱ」（必修科目）を通して、アカデミックスキルズの獲得とキャリアに関

する基礎的知識の獲得に向けた主体的・対話的で深い学びの場を提供する。さらに、3、4年次には「専門演習Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」（必修科目）を通して、自らの問題意識・関心に基づき、能動的な学修（文献の精読・発表、現地

調査等）を進める場を提供する。また、専門教育科目の配置については、1年次に「教育学概論Ⅰ・Ⅱ」、「心理

学概論」、「臨床心理学概論」を必修科目とすることで、初年次から教育学及び臨床心理学の基本的知識を修得す

る場を提供する。2年次以降は、理論や今日的課題について深く学ぶ科目を提供し、さらに「心理実習」、「イン

ターンシップ実習」、「キャリアデザイン調査法」、「キャリアデザイン演習」、「学校インターンシップ実習」等の

現場で学びを促進する機会も提供する。 

ディプロマ・ポリシーに示された能力の修得状況については、4年間の学習成果が現れる「専門演習Ⅳ」（必修

科目）や「卒業研究」（選択科目）により総括的な評価を行う。 

 

【共通教育】 

共通教育の CPに関しては別に定める。 

共通教育に関する CPをもって学位（教育）プログラム CPを構成する。 


